
助詞における日g琉関係

大 津 不二也

 序 一
 四回にわたる拙論で，主として語法について論じて来，最後に助詞の項が残った。

 なお，音韻についても詳述すべきであるが，音韻は18世紀前半頃から3母音化し始

めたのであって，それ以前は5母音で日本語と大した差異はなかったと考えられるし，

．そPtに各論が口・論琉関係を中心としたものであるので，音韻は各論で少し触れた程

度で措くことにする。

 本論は沖縄語論の最後になるので，今までの各論の大約を再録し補足し，本論の結

びと共に五回にわたっての結びをもしたい。

 前にも述べたように，資料もあまり手元に持たず，また力不足で論証にも不十分の

そしりを免れず，碩学・先学の方々のa”教示を乞う次第である。

本 講 一

（1）格 助 詞

  （a）起点を示す場合一kara。…kara…madi〔沖縄語圏に属していた大島諸島

   では，…kara…kadi，その古歌では…kara…made，…kara…gate。宮古

   では…kara…gami。八重山では，古謡には両助詞を併用した用例は見当ら

   ないが，今日…kara…madeが用いられる。〕。㊧本項ではt∫の代りにch

   と表記した。

-
n
乙

ら
，

Mma kara ichabira．（馬から行きましよう。）

Kagoshima k-tra Ushima ，madi yakNa whi chikandidu umariyabin．

〈鹿児島から大島までより少し近いと思われます。）

Iri塾二皇agari．幽」migUyabin． 、（西から東へめぐります。 na1覧iについては，

後述6）
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     、

   （b）目標・方向・動作の行われる地点を示す場合一nkai（沖縄語圏に属していた大島

      諸島では，kachi， hachi， chi；その古歌ではhe；宮古ではnkai， kai；八重山では， naya，

       1 ．

      kai，その古謡ではkaiが用いられる。）

   ㊧＊は，音韻変化から考えて，その前の段階を示すものとする。

   1．Ma nkai．（何処へ。何処へか。）

                                 

   2． K：1mu midzi nkai uchit6ru fikari（この水に映っている光）

   3'．， Fuka・nkae （←＊nka三＋＊ジa） njirari yabiran．（外岱出られません。）

   4． Anu ki nka三kakat6ru chichi chaga yayabira．（あの木にかかっている月は，

      いかがですか。）

 大島諸島のkachi， hachi， chiは，同じ形から派生し， k-hの音韻対応から考え

てkachi→hachiの過程を取り，これらが使い馴されるに従ってぞんぎいな発音と

なり，chiが生じたと考えられる。なお，大島諸島ではgar軌9ζte， gadeが用いら
                        もと
れることがあるが，gar6は日本の文語gari（許）と同系， gate， gadeは鹿児島方

言め限度・程度を示すga'と関係があると考えられる。

  「おもろさうし」に現われるgyameや宮古のgameを考えると，古くは＊gqme

があって，宮古のgarpiとなったのであろう。

 nkaiにおいて，， nに影響されて有声音化したりrが脱落した．りケることを考える

ならば，＊gariの形に遡り得るように考えられる。 game， kachiについてはなお後

下を要するが，これらは沖縄語の独自のものであろう。

   （c）時・帰着点・結果などを示す場合L・ni（大島諸島ではn。宮古では， n。入重山古

      謡ではni，八重ではna。 naは，＊ni十＊vaの融合形であろう。）

   1． Ittaya rukujim6璽ukirandare naransiga・……．。  （南なたがたは，6時前lc

      起きなければならないが，……。）  

             ハ   2． Kuri．wanni kwirani． （これを私にくれないか。）．

   3． Uffa n量ytt unimish6ch量uchurasa yabin．（母｝こよくお似なさって美しくありま

      す。）．

 以上のように，niあるいはnが用いられている。これは， ni→nめ過程を取り，日

本語の格助詞niに対応するものである。

（d）主語あるいは他の語との関係を示す場合一ya（ya．は，その前の語尾と融合して現
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助詞における．日・三関係

われる。しかし，yaの前の語の語尾が長母音φ場含は馳合しない。），ga。

例えば，T… ・a太郎は， k癌＋・・一k・m・神は・k・・pm・＋・a？

kuruma車は，r ?浮凾普{ya→fuy6冬は，．tin（←・t6n）＋ya→tin6天は，

など。宮古では，前の語と融合して，その語尾が長母音で終り，yaは単

独に現われない。八重山も同様であるが，その古．謡では．ya．の代わりに

gaが見られる。

   1．・ 6ha。・・6hi・ehe（     ←＊t三nchi十＊ya．），a・繭・6rhi g・・unu・'£・d・m・品・

      （←＊fadamu6Ei＋・1￥のhran kana． （今日の天気は，3月頃の気候ではないか。）

  2．Uh窃・u・u u癒品堕・・hji nat6yqbig・．（あな・のお・榊ま，購・始ておりま

                                                      ，
      すか。）

また，・yaはgaと共に，次の語へのつながりを示す。

                       
   1・ Sat6（←＊satu＋＊ 51 q）iri2璽shabira ・（砂糖は，入れることをし侍ら。→砂糖を入れまし

      よう々・・）'         ．
                                                                      けへ

   2． Unj6（〈L＊unju＋＊￥a）chik6（←＊chiku＋糎a）usichi ga 'yayabira．

      （あなたは菊は，お好'きでしょうか。）

yaは，日本語の副助詞wa（→a），gaは格助詞gaの対応形と考えられる。

    （e）比較するものを示す場合一一 yaka， yakan〔←＊Yaka＋＊n（←・m←＊mu

       ←・m。）〕。  

                              ハ                                                               

、．1・M⑳・hi y・ ・hikyit y・璽・f至・h・・u f・・hi y・y・bin・（抑ま・地鋤大

       きい星です。）

    2・U・e（←＊ヨ・1＋＊y・）』・ay・k・Byigq・hi・ay・y・bi・・（それは・偉りよ・｝踊

       走です。）

この助言司には旧本卸柵車蝦出すことができないタうに思われる・襟締独自

の．ものと考えられる。． 『 ‘        「'

                                            '
    （f）引用を示す場合……ndi。

    1． §もU翻Uya numite hdi umut6 yabin．（すこし飲みたいど思っております。）

                                         

    2・-Sh'ch童ha興ash'型'yab'nl．（'iキナの脚よいと言います・）．

                         〔3〕



ノ

 この助詞は，日本語の対応形を見出し得ないように考えられ，沖縄語独自のもので

あろう。

   （9）原因・理由・場所・手段を示す場合一WUte， WUte．〔＊WUte＋＊yaか＊WOte

    ＋＊yaかの転誰形で， WU， WOはwun（唐る）かその前段階won（居る）かの

    連用形の下暑形か語幹かであろう。ti（←・te）の接続助詞は，語幹を受ける

    のが，沖縄語では通則である6〕。

   1． Un諏na mme kunu kaziwut6 sach6rahazi debiru．1お宅の梅は，この風で．

     咲いておりましよう。）

   2．， Najippunu shaku wute ichabin． Jttgufun wute ichabin．

     （何十分の程度で行きますか。15分で行きます。）

 以上のように，wuteは文節から転誰して格助詞のように用いられるようになった

のであろう。

 従って，この対応形を日本語に見出すことができない。こρ助詞は，沖縄本島で用

いられ，他の諸島語では使われないので，沖縄語独自のも．ので，しかも比較的後にで

．き．たものであろう．。

   （h）手段・原因などを示す場合一shayi， shayi。 shayi，．shayiは，日本語の

    格助詞nite（文語），de論語）のような機能を持つものである。これらの語涼

    は確言できないが，．＊su（事・物）→＊si＋an（「あ劉の意味）の連與形㌔ri→

    璽一璽塑L璽の結合したものか，あるいはshun （「する」の童味）の

    連用形＊shi＋anの連用形＊ar量→＊ayiあるいは＊ayiの結合したものか

    であろう。これらは，沖縄本島や八重山で用いられる。

   1． D6kuruku sAhayi yoyaku' ukikurinu nayuru atayidu yayabiru．

                                t     （独力でようやく起き伏しのできる当てがあります。）

   2． K：ur6 nU§迦i tsitega． （これは，なにで作るか。）

   3． Sanjawin shayi uyudzimish6ri． （30円でお譲りめされよ。）

 shayi， shayi．は，文節から格助詞に転用されたもので，沖縄語独自の形で，比較

的のちに生じた．ものであろう。

（i）節の主語や連体修飾語を示す場合一nu
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助詞における日・琉関係

     1． Kasiminu kakat6 wuyabiranni． （霞σ）かかっては沿りませんか。）。

       ロ ヨ    ダへ                          がへ

    2． S掘chinanu mashindi iyal三n．（シキナのも』のがよし＼と言います。）。

 nuは・日本語の格助詞．noに対応するもので・＊no→nuの過程を経て今日．に至

ったものである。

    （j）並刻・共同・引用などを示す場合一二U（沖縄語圏に属していた大島諸島では，t。，

             へ                                         ヒへ

       時「・Cchi。宮古・八重山ではtsuが用vKられる。） とndi。

                                           ダ ヘ   パ                         

    1・ Nagura蝋画｝afaran 1型ヨu，shachi shigunjαhachi ayabin・（名護蘭と大葉蘭

        と，おおかた4・50鉢あります。）。            '

                                                ホ            ダヘ        ノリへ        がへ

    2． B6enky6 tsu sukury6juchi tsu shayi．fakayaりinl（望遠鏡と測量術とで測り
              ＿                                    一

        ヰす 、                                                    '
        ON ， C／O

               ダへ
    3． Tigami kachite nd量umut6yabin．（手紙を書きたいと思っております。）。

                                                  ヒ へ

 tsuは，＊to→＊tu→tsuの過程を経て今日に至ったもめであるが，日本語の格助

詞toに対応するものである。ndiはf一日本語にはその対応形を見出せないようで，沖

縄語の独自のものであろう。

   （2）接続助詞子活用する語について次の語に続けるものである。

    （a）       L

    1．

2．

3．

 tiは，＊te→tiの過程を経てコ日に至っているもので，

応ずるものである

 tinは，＊te．＋・＊moあるいは＊temo→tinの過程を経たもので，強調をPtすも'の

である。

                                                    ら    1。 NU kabiyatin〔←．＊ti（←＊te）十＊n（←：s・・M←．＊mu←＊mo）〕， yutashaga

       ayabira．'（なに紙であっても，．よいでしょうが。）。

                        ほ へ                                                                                           ダへ

    2・T。ch6nu sh摯mutsi・・dun ya「e・maya迦m紬δyabi・・（騨噂物屋

       であるなら，どこであっても持っております．。）。

                         〔5〕

ti （←＊te），㌻m（←＊temo），dun（←＊domo）

              ρ
K・・'i Millu k・k・te（←・k・k．・・i＋…）．wuy・bi・ahi．．（霞のかかってはおりま

せんか。）σ

                                                                                                        

ChUya duttu nagaza shabiti， na uituma shabira．（今日はたいへん長座し

てしまって，もうおいとましましよう。）。

N畔・Siminu k・k・t6〔←＊k・k…＋＊yu一色＊w・←＊w・）＋＊y・〕y・bl・・

（みんな霞がかかっております。）

             A  '        日本語め撞続助詞tcに対

    o

                      '



tinは，日本語の接続助詞temo（口語）に， dunは接続助詞domo（文語）．に対応す

るもので，dun'が古く，今日はtinが用いられる。

    （b） ba， kutu（←＊koto），siga。'（沖縄語圏に属していた大島諸島ではbaが有力であり，

                      （事）

       酷では・b・m・i・八動ではk邑醐いられる・沖油島φs三ga！こ対して・宮古でsuga・

       八重山ではsongaが対応する。）。

         ノ へ                                                                                                    ノ ヘ                                                 ダへ          

    1． Pishika ba（pishikari ba），pitunu idzi ikirasan padzi dya．（寒いので，

       人出が少ないはずだ。）。

    2．A蕊・品ik・mi傘・bik・t・， im・・蕊ebi・i．．（明・・親をはすので，おいでな

       さいませ。）。

       ド へ                                                                                                          へ

    3． ChinQya ichiusanta siga， chaya nUya uchi ichuru kange．  （咋日は行

       きおおせなかったので，今日は何をおいても行く考え。）。

 以上のように，'sigaは，主として逆接の場合に， kutu（←・k・t・事）は順接の場合に

桐いられるbsi， suは「事」を意味する名詞で， siga， sugaは名詞のsiかsuか

に接続助謁gaが付いた文節から生じたものと考えられる。kutuは，前段階に＊koto

事が推定されるので，ひとつの名詞が接続助詞のように用いられたのだろう。
       ノ                                                                の

 ba lま，日本語の接続助詞baに対応するもので， 'siga，，suga， kutuは，後に生じ

た独自のものであろう。

    （c） yare， se， sh6． （これらは，沖縄本島で用いられ，他の諸島では， baやyaが用いられ

       ，るようだ。）o

         アく     ドへ                                      

    ．1，』T6ch6nu shumutiyadunyarE， ma yatin much6yabin．（東京の書物屋で

       あれば，どこであっても持っております。）。

            ロへ                                                                                 

    2． KeikikyU nuidun se， miurusara fadzi yayabin．（軽気球に乗りでもすれ

       ば・見おろされる筈ぞあ腎ます。）。

                ＿      1                          おおみず
    3． K：unugur圭ni§1h1ee・marine Umiji yab至‡asa・（この頃にしては，まれな．大水で

      『ありまじたね。）。

  yareは・an（ある）の連用形．＊ari．＋語と語との関係を示す助詞＊yaの結合した

文節0転説形，seは品un （す劫の連用形＊品L＋塾の結合したものの転卜形

と考えられる。

（6）



助詞における日・琉関係

 以上めように，日本語が多くの条件法を表わすのに多くの接続助詞を発達させてい

ったのに対レて，沖縄語では特殊の支節を転用して接続助詞の機能を持つものを発達

せしめたのであろう。

   （3）剛助詞一体言や用言，その1也の四諦karaや'teなξについて，副詞のよ

     うに次の語にかかっていくものである。

   （a）du（←do）…一連体形は，「おもろさうし」，大島諸島の古歌，．琉球戯曲，．

     八重山古謡などに見られる。
                    かば ．
   1．蹴上げたるつよは，露からど香しやある1（「おもろさうし」巻14の1章）。

           （露）

   2． おざけや ゑよて雀たちよ．るρ．（前掲書巻11の7章）。

      （お酒に酔って 立ちおるよ。）

       ／ 匿、、

   3． Nitush6 kunedanugutu虫asiga・na farun登fu nat6ru・ （新年は，この

     間のごとくあるが，もう春になっておる。）。

   4． Ichinin kurashun．iminugutu du ayabiru．（一年暮すのは，夢のごとくあり侍

     る。）。

 du一連体形の係結は，奈良時代（711年頃一794年頃）の「ぞ」一連体形の係結に対応サ

るものであるが，その他の係結は見出すことができないようである。

 なお・このdu．（←・d・）の形が文の障りに用いられることが非常に多い。これにつ

いては，後述の終助詞で述べよう。

   （b）限定を示す場合一bakayi・bakayi。

   1． Yunin bakayi kayuyabitan． （4年ばかりかよいました。）。

   2．・ Wanne chikubakaye （e＊baka'yi＋＊ya） aran， ku．g．abananu ruye nrkn

    一・i蕊・y4bi・1（わた・・認まかりではない，草花の類はな・も娼・いており・す。）。

 bakayi， bakayiは，日本語の副助詞めakar圭（文語）に対応するものである。詳

述は省暑する。、

   （C）軽く大概に言うことを示す場合一yarawan．（沖縄編以外ではあまり聞かない

     ようである。）。

   1．歯y。，aw。n．im。愈hebi。i．（いつでもおいで。、い'。）。

   2・ Nayarawan gufushinnu tukur6 utannim｛sh6biri・ （なんでもご不審のところ

                  （7）



      は，おたずね下ざい。）。

yarawanは，鎌倉室町時代（1，192年tR一一1，603年頃）．の疑問・不確実を示す副助詞のよ

うに用いられたyara（←やらむ）＋＊ya＋＊mo．に対応するものと考えられる。

    （d）例示を示す場合一nde， nde（沖縄本島以外ではあまり痢例を見出せないようである。）。

    1． kunu munndeya chaga yayabira．（こみ物などはいかがでありましよう。） ・

   2．．Nasibi shibui ndeya uf6ku tsukut6 yabin．（茄子・胡瓜などは，多く作って

      おります。）。

 日本語で例示を示す場合には，副助詞「など」があるが，今のところ対応形は見せ

ないよ5に思う。nde， nde lま，沖縄語独自のものであろうか。

    （e）程度を示す場合一gure．（各諸島でも，違ったものは見出せないようである。）。

       、＿＿              ＿       ，、          たん
・  Shichihatitan． gh「e ya ”rhagiti” yy‘asha yabin・（7●8反ぐらいはさし

       上げてもよろしいです。）。

  gureは，日本語の副助詞guraiあるいはkurai（口語）に対応するものである。

（4）

㈲
L
λ

3．

4．

 以上のように，kaya， ga， gaya， i， naは，文末につき

iは文末の用言の終止語尾が～m（→～n）の場合か，打消の助動詞n（←＊nu）に対応

するものがその前に来る場合かに，限られる。そのうちka， gaは日本語の終助詞

kaに対応する，ものであろう。

終助詞一体言や用言・その恐いろいろの語につき，主として文の終りにあ

って，疑問・禁止・詠歎などを表わすものである。儲島で多少の違いがあるが，

煩を避け・おもなも・．・cついて述べ翻・．

疑問を示すもの一一kaya， ga， gaya， i，など。．

Sakura duttu i fana ayabirankaya． （桜はたいへんよい花ではありませんか。）。

Mankai unjimesheru kange yayabiga．（どこへおいでめきれる考えであります

か。）o            ， 』    r

D嘩tu fiku nat6 yabisiga・ ritt6ya ichidebiru gaya・ （たいへん寒くなっ

ておりはべるが，立冬はいつではべるか。）。

Madli・ fanadunuka「a chimb”tri shabimi・（まず輝力〉ら肋しはべるか・）・

                           、，疑問を表わす。しかし，

（8）
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   （b）感動・禁止を示す場合一saya， na，など。

   1． Unjunanu uyaduye shidzikana tukuru yati， yutasha yabi sLayta．，a．

     （あなたのお宿りは，静かな所であって，よくありますね。）。      、

   2． Utukunu kakiU㎎un6 duttu yutasha yabirunna． （お床の間の掛け物は，たい

     へんよいですね。）。

   3． Unna kutuya suna． （そんなことは，するな。）。

 yaは，日本語の終助詞Yaに対応するもの， naは終助詞・na（感動に対応するも

の，また3のnaは終止助詞na（禁止）' ﾉ対応するものである。

   （c）断定や強調を示す場合一do， d6。その外に前に掲げたya， ya， sa，

     yasa， yasstiも用いられる。（大島諸島では， duもあるが， do「の。とuとの相通の

     結果であろう。沖縄では，宮古・八重山ともにd6， doである。）。

   1・ Itta ya ru写ujimeni ukirandare narand6ya・（お覧たちは・6時前に起きなけ．

     ればならないそ。）。

   2． Kunu kake akasasiga， shibusaru hadzitt．は， Kunu kak6．akasas-

     iga， shibusara ya．とも言う。（この柿は赤いけれども1しぶいtごろうよ。）。

 d6あるいはdoは，日本語の終助詞zoと対応するものとも考えられるが， ya，

ya， yasa， yassaほど用いられないことから考えて，室町時代以後の薩摩藩との交

渉によつで薩摩方言の終助詞do （薩摩方言では，今日でも文末に必ずと言ってよい梶用いる。）。

の影響を取り入れたもので嫉ないかと考えられる。

 本誌第4号の「国語と沖縄語との関係」で，動詞・形容詞の活用は，an型活用

（活用語rz・一ra，'・一ri，一n，一ru，・一ri，～ri）を取ってPること・語彙のなかには・地域的

関係や西暦14世紀末からの薩摩藩との関係から薩摩方言が多く入り込んでいることを

述べた。       '   ・  ・

 次いで，第5号の『沖縄語におけ．る「語の活用」』で，沖縄語圏に属する奄美大島

                                 サキシマ
諸島の諸方言，古代沖縄語（わたしは，琉球語の呼称を用いる。）を残存している先島（宮古

・八重山）の諸方言，沖縄本島の沖縄語，琉球語（古代沖縄語）を伝えている「おもろそ

うし」「語音醗訳」などの琉球語を比較研究すると，沖縄語の動詞・形容詞も西暦17

世紀初め頃までは，日本語め四段・段活用・変格活用・「ク」活用・「シク」活用を

持っていたことが推定きれると述べた。
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 次いで，第6号の「助動詞における日・琉関係」では，沖縄語の助動詞が日本語の

文語の助動詞に対応するものを残存していることを述べた。一推量・意志・勧誘の

丁寧な言い方の場合の助動詞のようなものとしてはyabinあるいはyabin， hazido，

hazidebinなどがあげられる。yabinあるいはyabinは，日本語の文語の「侍る」

に対応するもので，「侍る」は院政頃（一1，220年頃）まで有力であったろう。過去・完

了の言い方の助動詞あるいは助動詞のようなものとしてtan， tOnがあげられる。こ

れらは，それぞれ「たり」や「て＋おり」に対応するものであろう。「たり」や「て

＋おり」は，平安時代まで（・一・・1・，・192．Gii・ua）有力であったと考えられるr。打消の言い方の

助動詞としては，』n時にn6nがある。nは日本語の文語の「ぬ」に対応するものである。

nenは，日本語の口語の助動詞「ない」に対応するもので，室町時代前後（15・6世紀頃）

に取り入れられたものであろう。使役・受身・可能の言い方の場合の助動詞としては，

使役にはshun，受身・可能にはrinがある。shunは，日本語の文語の「する」に

対応し，rinは日本語の口語の「れる」に対応するもので，室町時代前後に入っkの

であろう。敬意を表わす言い方の場合の助動詞のようなものとしては， 11＋連用形

＋mish塑£・尊敬の動詞Q終止形＋sh§bin・尊敬の動詞の終止形＋shgchi＋

kwimishebin， uya＋連用形千mishebin，尊敬の動詞の終止形＋sh6rari＋ya

＋shabin， u＋ある尊敬：の動詞の連用形＋mish6rari＋ya＋shibinなどが

ある。これらは，沖縄語圏で独自の発達をしたものであろうが，これらの語根mish-

un， Yabin， binは，それぞれ日本語の文語の尊敬の動詞・補助動詞「召す」，丁寧

の補助動詞「侍る」に対応するものであろう。「召す」・「侍る」が院政時代頃（12世

紀末～13世紀初め）までは有力であったことを想起すべきであろう。様態や推定を表

わす言い方の場合の助動詞あるいは助動詞のようなものとしては，様態はgutonあ

るいはgUt6n，推定はgiSan， y6na， y6Si， yayaもinがあげられる。gUtOnあるい

は9U亡6nは，日本語の文語の「如し」に対応するものであろう。gisanは，沖縄語の

独自のものであろう。yOnaは，室町時代（1，342年頃～1，603年頃）以後有力になった。日

本語の口語の「ようだJに対応するものである。断定を表わす言い方の場合の助動詞

．のようなものとしては，yasa，時にyabin，宮古ではfある」「おる」に対応する

wun，八重山ではanがある。沖縄語では，平安時代まで有力：であった断定の助動詞

「たり」あるいは「なり」の対応形が見出されない。これは，日・琉の分離が奈良時代

 （710年頃一794年頃）以前であったことを裏付けるように考えられる。なお，推定の言い
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助詞における日・琉関係

方の場合の助動詞あるいは助動詞のようなものとしては，連用形s6ni，連体形s6na，

muy6 yabinがある。s6ni， s6haは，それぞれ日本語の口語の様態の助動詞「そう

だ」の連用形・連体形に対応するもので，室町時代前後に取り入れたものであろう。

 以上のように，沖縄語が多くの日本語の文語に属する助動詞に対応するものを持ち

ながら，また独自のものを発達せしめたことは，日・琉の分離が言語年代学的研究と

共に奈良時代以前に遡れることを暗示しているように考えられる。

 次いで・第7号の「代名詞におげる日・琉関係」で・．人代名詞●事物代名詞は日本語

と類似しているが，場所代名詞は後れて生じたもので，沖縄語では特有の接尾辞ma

を発達させtことを述べた。人代名詞としては，自称にan， wan， wa，対称にura

あるい！まura， na，遠称にari，不定称にta， tarUがある。an， wan， waは，そ

れぞ梱儒の嬬の，「あれ」・「われ」・「わ」に対応するものである…aあるし'！ま

uraは，薩摩方言「おら」に対応するものであろう。〔oraに対応するものは，薩

摩藩が支配していた奄美大島諸島でも用いられている。〕。ariは，事物代名詞を流用

したもので，事物代名詞「あれ」に対応するものである。ta， taruは，日本語の

「た」「たれ」に対応するものであろう二事物代名詞としては，近称にkuri，中称

にuri，遠称にari，不定称にjiri， no， nuあるいはnaがある。 kuri， uri， ari

は，それぞれ日本語の「これ」 「それ」「あれ」に対応するものである。jiriは，

日本語の事物代名詞「いつれ」に対応するものであろう。noやnuあるいはnnは，

日本語の「なに」に対応するように考えちれる。'K語尾のiの脱落〔n〕と〔U〕

との相通，同化などを考えると，＊nani→＊nan→＊nau→n6→naあるいはnu

の過程が考えられる'。1場所代名詞としては近称にkoma ， kuma，中祢にuma，遠

称にama，不定称にdumaがある。これらのなかq）koあるいはku， u， a， duは

それぞれ日本語の「こ」，「そ」，「あ」，語根「いつ」あるいは「ど」に対応するもの

と考えられる。しかし，接尾辞のmaと日本語の接尾辞koとは対応しない。考え

るに，入代名詞・事物代名詞が生じ，その後に場所代名詞ができたのであろ一 ､。従っ

て日・琉分離の時代には，場所代名詞はできていないで，分離後おのおの語圏ででき

たのであろう。これは，日・弾語の分離炉奈良時代以前にあったことは裏付けてくれ

るように思われる。
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 また，本論においては，        ・

．格助詞とレては，ka'
窒＝C… 窒≠窒＝cmadi，…kara…nkai， nkai， ni， ya， ga，

yaka；Yakan， ndi， wuteあるいはwute， shayi， nu， tsuなどがある。それらの

』うち，kara，…kara…madi，…kara…nkai， nkai， ni， ya， ga， yaka，

yakan， ndiは，．それぞれ日本語の「から」，「…から1・・まで」，「…から…がり」，「が

1り」・「に」，「や」・「が」・「より」・「よりも」・「と」に対応するものと考えられる。・．

殊に，「がり」に対応すると考えられるnkaiは，・日・琉の分離が奈良時代以前であ

り，琉球王国と言う政治・経済・文化の独立圏で独自の発達をしたことを推測せしめ

る。      一

 接続助詞としては，ti， dun， ba， tin， kutu（ぐ・＊koto），si ga， yare， se， sheが

あげられる。ti， dun， baは，それぞれ日本語の文語の「て」，「ども」，「ぱ」に対応

するものである。tinは，日本語のtemo（口語）に対応するもあで，室町時代前後に

取り入れられたものであろう。kutu， si ga， yare， se，．sheは，もともと単語や文

節で，沖縄語圏で独自の発達をしたものであろう。

 副助詞としては，du（後1こ連体形が来る。）， bakayiあるいはbakayi， yarawan，

ndeあるいはnde， gureがあげられる。du， bakayiあるいはbakayi， gureは，

それぞれ「ぞ」，「ばかり」，』「くらい」に対応するものであろう。yarawanは，日本

語の口語の副助詞「やら」に「は」・「も」のような助詞がついたものと考えられ，室

町時代前後に取り入られたも'のではなかろうか。        ． '

 終助詞としては，疑問のkaya， ga， gaya， i，感動のsaya， na，強意のdoあ

るいはd・なごがあげられる．9・1ま「k・の轍形・9・y・はk・y・の転一Xtで，躰

語の口語の「か」と関係があると考えられるが，室町時代前後に入り独自の発達をし

たものであろう。iは古くから用いられ，日本語にはその対応形を見出せないが，万

葉などに見出される助詞「い」と関係があり，これは問投助詞と考えられないだろう「

か。今は「amtあるか。」のように動詞9）終止形の後に現われる。これは，日・琉の

分離が言語年代学的研究による2，000年以内の古い時点にあることを推定せしめる。

 5回にわたっての拙論の結び

今まで手もどにある僅少な文献資料と沖十島圏諸島の方言の比較研究によっf，日

・琉共通語蒔代を想定した。その後，日本と琉球とは政治・経済圏を異にし，日本は
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助詞における日'・琉関係

古代シナの文化の摂取に伴なう漢語の輸入と共に漢語を基本として複合語を作る造語

                            さった
法を取るに至り，琉球は14・5世頃の土侯国の対立を経て1350年察度が王国を建設した

が言語的には他の影響もなくなお日・琉共通語時代の固有語を基本として複合語を作

る造語法を受継ぎ，また圏内で独自の発達をなし，また14世紀前後頃あ鎌倉方面との

交通によってその言語的影響を受け，また地理的近接関係や17世紀初めの島津氏の琉

球支配による薩摩方言の混入があり，また1879年の廃藩置県後の本土との関係や国語

教育の浸透などによらて，今日の沖縄語となり，今や同系語と言えるほどの異なった

様相を呈するに至ったと考えられる。・
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